



Dialectal Variation in the Words for ‘Janken’ in Niigata Prefecture.






方言として新潟市東部ではグーロ系が、西部ではグーパー ( ハー ) 系が、そして新潟市をとりま








ンケン ( グーパージャンケン ) を取り上げ、その地理的分布を記述し、将来の本格的な方言調査
のための基礎的データを提供することを目的とする。また、全国と県内における、掌と手の甲を
使った 2 チームに分けるための ｢ウラオモテ｣ 系のジャンケンの掛け声の分布状況等から、各語
形の伝播ついて考察する。
　
1 調 査 デ ー タ
　本研究のための調査データのインフォーマントは、2009 年 ~2011 年度の本学 3 年生で日本語
学を受講していた学生である。新潟市およびその周辺地域が生育地の情報文化学科の学生が多く、




2 研 究 史
　2 チーム分けジャンケンの掛け声に関する方言調査は、各種の文献 ( 注 1) のほか、インターネッ











　都染 (1999) によれば、1990 年代初頭に大阪や東京では使われていなかったウラオモテ系のグ
ループ分けの方法が、神戸の中年層で広がりを見せているとの報告があり、インターネットや学
生の情報から、仙台、名古屋、福井、三重、広島、熊本などにも分布していることが指摘されて







3 新 潟 県 に お け る 普 通 の ジ ャ ン ケ ン の 掛 け 声 の 分 布 に つ い て
　 普通のジャンケンの掛け声は、現在は全国的に「最初はグー、ジャンケンポン（またはポイ）」
が多く使われている。新潟県内のジャンケンの掛け声の分布については別に譲るが、主に現在
50 代以上の人が子どものとき (1960 ～ 70 年代頃 ) には「ギッチャンエ」、「チェーローエス（ま
たはヤス）」、「ホーライヤ」、「ホーレンヨーセ」などを使っていたことが、本学の学生のレポー
ト ( 注 4) から伺える。また外山 (1999) には、1978 年当時、加茂市の高校生だった人が小中学校





らであることや、同じく外山 (1999) には、「最初はグー」で始まる例が、1993 年に柏崎市の高













に、県内の 2 チーム分けジャンケンの掛け声の現在の分布を明らかにし、外山 (1999) も参考に
しながら各語形がどのように伝播したか考察していく。
4.1 新潟市における分布
　初めに新潟市内における 2 チーム分けジャンケンの掛け声の分布を図 1( 注 5) に示す。本調査
の 208 名のデータのうち、生育地が新潟市の 138 名について、区ごとにグーロ系、グーパー ( ハー )
系、グットッパ系、グットッチ ( チョ ) 系の 4 系統 10 種類に分類にして示した。 もとの語形と、
それぞれをどのグループ ( 記号 ) に分類したかは 6．資料に示すが、回答語形が多種に及んだので、
例えば「グーロ、グーロ、グーロッパ」、「グーローグーローグーロッパ」、「グーロッパ」は同じ
グループ ( ▲ ) にするなど、ここではごく大まかに分類して表示してある。
　図 1 から、新潟市東北部はグーロ系が、西南部は「グーパー」及び「グーハー」系が優勢であ
ることがわかる。グーロ系の掛け声は、中央区の小学生は現在も使っているし、筆者が中央区在
住の現在 40 代の数人に聞いたところ、子どもの時から使っていたという。遅くとも 1980 年頃に
はすでに「グーロ」系が使われていたと考えられる。「グーロ」以外聞いたことがないという人も
いるぐらい浸透している地域もある。ちなみに本調査の東区のインフォーマント 32 人中 31 人が
グーロ系である。
　外山（1999）によれば、明確に 2 組に分けるジャンケンであるという記述がないものの、
1978 年当時、加茂市の高校生が小学校（小須戸・現新潟市秋葉区）のとき、つまり 1970 年代に
「ごーろとぱ」という掛け声を使っていたという記録がある。これが新潟市南東部を経て中央部に
入り、「グーロッパ」になった可能性も考えられる。
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　図 2 から、新潟市内はグーロ系、グーパー ( ハー ) 系で占められ、その周辺にグットッパ系とグッ
トッチ(チョ)系が分布していることがわかる。グットッチ(チョ)系のうち、新発田市のインフォー
マント 7 人中 6 人が「グットッチ」（1 人は「グトチ」）と記入したのに対し、新潟市秋葉区は「グー








パー ( ハー ) 系が、そして新潟市をとりまく周辺地域ではグーとチョキを使うグットッチ ( ョ ) 系
などが勢力を伸ばしているのではないかと考えられる。それぞれの語形が、どの地域のどの年代
から広まっていったのかは、さらなる調査が必要である。
　調査手法も時期も違うが、参考までに外山 (1999) のデータを図 2 に加えたものが図 3 である。
　外山 (1999) の「じゃんけんことば集」(P89-93) に挙げられたジャンケンの掛け声から、1993
年当時、柏崎地域 ( 旧三島郡、刈羽郡、柏崎市、中頸城郡 ) の高校生の内省で、小中学校のとき (1980
年代 ) の 2 チーム分けジャンケンの掛け声として記録されたと語形を、便宜的にグーチョキ系と
グーパー系に分け、グーチョキ系のみ報告がある学校 ( 西山中、二田小、出雲崎中、西越小、石地小 )
のおおよその位置を＠で、グーパー系のみを X で、両語形の記載がある学校 ( 柏崎市立南中、柏
崎市立西中通中＝現柏崎市立瑞穂中、高柳中、柿崎中、刈羽中、長岡市立北辰中 ) の位置をｘで
地図上に示した。この図 3 は報告のあった学校を、地図上の市町村内に示したもので、特に柏崎














また、外山 (1999) にも 1993 年当時柏崎の高校生がグーパー系やグーチョ系の掛け声とともに、




5  今 後 の 課 題
　これまで見てきたように、新潟市に隣接する燕市、五泉市、田上町、加茂市、三条市などの年


























の他を入れると 6 種 ) のバリエーションが得られた。合併前の旧吉田町、旧分水町、燕市の境界
と各語形の分布がどうなっているか調査したい。

















注 1　古くは『言語生活』152 号 (1964.5、P70-76 ) 誌上での、子どもの遊びに関することばの
共同研究の呼びかけ以降、同 153 号 (1964.6、P88)、同 157 号 (1964．10、P93)、同 159 号 (1964.12、




ウィふり調査団、http://kotobakai.seesaa.net/article/8173628.html　ことば会議室 ( 道浦俊彦 )、
http://www.hira2.jp/archives/50282762.html　　枚方つーしん「枚方グーパー分布図」などに
も 2 チーム分けジャンケンの掛け声についての調査がある。
注 3　テレビタレント志村けんにより ｢最初はグー｣ から始めるジャンケンが 1980 年代から全
国的に流行したため、現在ではほぼ「最初はグー、じゃんけんぽん」が共通語形になっている。
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